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 制度の概要

体育館における熱中症事故の発生を防止することにより、児童・生徒に対する良好な教育環

境の確保を図るため、空調設備を有していない体育館に新たに空調設備を導入する経費の一

部を助成します。

近年の地球温暖化により、夏季の体育館内温度が危険なレベルに達するケースが増加してい

ます。本事業は私立学校の教育環境改善と児童・生徒の安全確保を目的とした緊急性の高い

支援制度です。

 支援内容

□ 体育館空調設備新規導入支援

最大1,500万円 助成率：1/2以内

 対象となる設備

 対象者

 事業期間

助成対象経費限度額：3,000万円/校

助成金交付限度額：1,500万円/校

 補足事項

 採択率向上のポイント

 戦略的分析

【教育環境と安全性の重視】

【財政面での戦略的アプローチ】

 私立学校空調整備状況

体育館空調整備率（2024年）：都内私立学校で約32%と低水準

熱中症事故件数：体育館での発生が全体の約18%を占める

 体育館温度管理基準

温度区分 対応・注意事項

28℃未満 通常の体育授業実施可能

28-31℃ 熱中症警戒・水分補給強化

31-35℃ 激しい運動は原則中止

35℃以上 運動禁止・授業中止

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

助成金交付申請書

事業計画書

見積書・設計図面

災害時避難所合意書

 申請スケジュール

 問い合わせ

制度詳細 https://www.shigaku-tokyo.or.jp/sch_josei/index.html#kucho

お問い合わせ 公益財団法人東京都私学財団 振興部振興課

東京都新宿区神楽河岸１－１セントラルプラザ１１階

TEL：03-5206-7923

設計費、設備費、工事費、運搬費等の導入経費

児童・生徒の熱中症事故防止を目的とした空調設備

災害時避難所としての機能強化も兼ねる

体育館の空調設備を新規導入すること

児童・生徒の熱中症事故防止が目的であること

既存設備の更新・修繕は対象外

エアコン、換気設備等の関連機器含む

都内の私立小学校・中学校・高等学校

私立特別支援学校

専修学校（高等課程のみ）

災害時避難所提供の合意が必須条件

国や地元自治体等との事前合意書が必要

学校施設を災害時避難所として提供すること

災害時協定書の準備：地元自治体との避難所提供合意書を事前に整備

熱中症対策の緊急性：過去の体育館内温度測定データで危険性を証明

設備仕様の適切性：体育館規模に応じた適正な空調能力の設計

工事スケジュール：夏季休暇期間を活用した効率的な工事計画

熱中症事故の深刻化により申請需要が急増

災害時避難所機能で社会貢献度をアピール

私立学校の教育環境向上に対する行政支援強化

1/2助成率で残り50%の自己負担が必要

上限1,500万円で大規模体育館も対応可能

設備導入後のランニングコストも事前検討必要

設備設計専門家：体育館規模に適した空調能力の算定

建築設備業者：既存建物への設置工事の技術的検討

行政手続支援：災害時避難所協定締結のサポート

財務コンサルタント：助成金と自己負担の資金計画策定

学校長印の押印必須

申請金額の根拠を明確に記載

熱中症対策としての必要性を具体的に記述

工事スケジュールの妥当性

複数業者からの相見積もり

設備仕様の適切性

自治体との正式な協定書

避難所としての提供条件明記

事前準備期間

6月～8月：災害時避難所協定締結、設計業者選定

見積もり取得、申請書類作成

申請受付期間

2025年8月1日（金）～10月31日（金）

郵送申請（消印有効）

審査・選考

11月～12月（予定）

書類審査・必要に応じて現地調査

交付決定通知

2026年1月頃

採択・不採択の決定通知

事業実施

交付決定後～工事完成

実績報告書提出まで

https://www.shigaku-tokyo.or.jp/sch_josei/index.html#kucho

